
情報誌 
＊プリエールとは男女共同参画センターの愛称です。 

フランス語で願い・祈りの意味を持ち公募によって決ま

りました。 

2020 

松江市男女共同参画センター 

3月16日(月)松江市21世紀ウィメンズプロジェクト 

松浦正敬松江市長へ活動報告 



〔応募対象〕 市内在住･在勤･在学の満18歳から概ね40歳までの女性 

       （令和2年4月1日現在高校生を除く） 
 

〔申込方法〕 「松江暮らしパーフェクトナビ」と検索 
  

〔問合わせ先〕松江市21世紀ウィメンズプロジェクト事務局 

         （男女共同参画課内）      

         TEL0852-32-1196  fax0852-32-1191  

        mail matsue-wp@city.matsue.lg.jp 

       〒690-0061 白潟本町43番地 市民活動センター3階 

 松江市21世紀ウィメンズプロジェクト(WＰ)の代表とグループリーダーが、一年間の活動を松浦市長に報

告しました。一年間の活動を通して市民アンケート、座談会などを行い仕事とプライベートの両立を難しく

している要因などあきらかになった調査結果を報告しました。 

 松浦市長からは、女性が住みやすい環境を作っていくことが重要。そのためには女性の意見を取り入れる

事や、女性目線で冊子等を作成するなどこれからは男女ともに生活者の視点を取り入れる必要がある。この

調査結果を活かすことは女性が住みやすい松江市を実現することにつながるので、これからも活動を続けて

ほしいと力強い励ましがありました。 

 メンバー一人ひとりがこの経験をもとに、職場や地域のリーダーとして益々活躍してほしいと思います。 
＜WP事務局＞ 

 
 

HUGの体験会を通して、防災という

テーマを掘り起こしました。災害の多

い日本では、一人ひとりがもっと自

分ごととしていくべきと感じました。 

暮らす 

ワークライフバランスや育児、介護

など普段の何気なく感じていること

や課題を、座談会や取材を通して

意見を抽出しました。  

女性活躍等への取り組みをはじめ、阪

神淡路大震災の経験から、防災意識

の高い兵庫県への視察研修を実施。 

視察研修 

 中川智子宝塚市長(写真中央)・

井上輝俊副市長(右側)と面会。 

宝塚市の取組等とても参考に

なりました。 

地域のために何かやってみたい、

でも何をしたらいいのか、 

でも1人では…。 

視野を広げたい、 

ネットワークを広げたい、           

自分に自信を持ちたい。 

女性の視点をまちづくりに活かすため、女性リーダーを発掘･育成する団体

です。 

｢どのように人材を育成するか｣、｢どのように活動を進めていくか｣など、

メンバーと松江市が共創の視点でともに考え、〘学び･スキルアップ〙 

〘実践〙〘ネットワークづくり〙を柱に活動していきます。 

働 く 

mailto:matsue-wp@city.matsue.lg.jp


専務取締役  

長岡 剛さんに伺いました 
 
 私が育児休業をとったの

は当時の専務(現社長)が

｢制度を作っただけでは実

績にならない。ロールモデ

ルが必要。そうすれば後に続くし制度の使い方が分かる｣と

言って背中を押してくれたのがきっかけでした。当時は男

性が育児をすること自体少なかったように思います。 

 制度を利用するためには、仕事の調整や周囲の協力、ま

た上司に相談できる風土もなくては進みません。 

 誰もが利用しているからこそ、お互いの家族やプライ

ベートを思いやることができ助け合う雰囲気ができると思

います。 

 働きやすい環境やライフスタイルにあった労働条件を整

えることは有能な人材を確保するために不可欠です。 

   
  

 

◆大橋隆弘さん 
 長岡専務に続いて育休取得。 

 取得させてもらってありがた

かったです。先に育休をとった上

司がいたので取りやすいこともあ

りました。おかげで現場から直行

し出産にも立ち合うことができま

した。それも会社や周りの理解が

あってこそです。 

 共働きなので保育園への迎えや

急病などに対応することができる

制度があり助かっています。ま

た、なるべく妻が自由になれる時

間をつくっています。妻が笑えば

子どもも笑うんですよね。 
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◆西村純一さん 
 育休が取れたおかげで、出

産時、病院で妻に寄り添うこ

とができ良かったです。 

 普段、家事･育児は父母にも

協力してもらっています。 

 妻とは帰宅したら必ず妻の

話を聞くなど夫婦間の会話を

増やすようにしています。妻

も働いているのでストレスが

溜まっている分少しでも解消

してほしいと思っています。 

◆加田大貴さん 
 子育てに関しては、「手伝う」という感覚

はなく、子育ては夫婦でするものだと思って

います。家事にも夫婦で得意・不得意がある

ので出来る人が出来ることからやるようにし

ています。それぞれが分担しストレスを抱え

込まないようにしています。 

 以前に比べ、男性の育児休業

について賛成が急速に増えてき

たことを実感しています。 

 男性も家事や子育てをするこ

とは女性活躍促進や将来のイ

クボス育成にもつながります。 

常務取締役   

 古志野 純子さん 

株式会社 長岡塗装店 

 所在地：〒690-0048 松江市西嫁島1-2-14 

  ●まつえ男女共同参画推進宣言企業 

  ●ワーク･ライフ･バランス推進ネットワーク会員 

職場全体で 

   お互いさまの意識を持つ 

株式会社長岡塗装店に伺い、育休を取られ

たお父さんに聞きました。 

Q.育休を取られた時の感想や 

 家事・育児等について教えて

ください。 

(長岡さん自身も育休取得経験者) 



モデルやアルバイトのスカウト、高収入アルバイトへの応

募をきっかけに、若い女性が、その後、聞いていない・同

意していない、性的な行為等の「写真」や「動画」の撮影を

されたり、性暴力やストーカー等の被害を受ける事例が

発生しています。内閣府では、当分の間、毎年4月を「AV

出演強要・『JKビジネス』等被害防止月間」と位置づけ必

要な取り組みを集中的に実施するよう取り決めました。 

http://www.gender.go.jp/ 
policy/no_violence/ 
avjk/index.html 

プライバシーに配

慮し、秘密は厳守

します。 

安心して相談して

ください。 

ー相談窓口ー 

島根県警察本部 

 警察相談センター 

   ＃9110または 

TEL0852-31-9110 

松江警察署 

   総務課相談係 

     TEL0852-28-0110(代表) 

＊JKビジネス 

ジェーケービジネスとは 

女子のJと高校生のK、それぞれのイニシャ

ルを合わせた造語で女子高生(JK)による

密着なサービスを売りにした商売のこと。 

●女性相談/女性相談員があなたと一緒に考えます 

 ＊なるべくご予約ください。（月･火･木･金）祝日、年末年始除く 

         10:00～16:00[電話又は面談] 
 
●法律相談/弁護士＜女性＞と面談できます  
 〈要予約〉事前面談が必要です（毎月第2、4木曜日） 

10:00～12:00(原則30分程度)[面談のみ] 
 

●カウンセリング/カウンセラー＜女性・公認心理師＞と面談できます 

 〈要予約〉 （毎月第１、３火曜日） 
10:00～14:00(原則60分)[面談のみ] 

〒690-0061  

松江市白潟本町43 3階 

TEL 0852-32-1190 FAX 0852-32-

開館時 9:00～17:15 

休館 土日、祝日、年末年始 
 

●交通のご案内 

JR松江駅から徒歩10分 

天神町バス停ななめ前 

松江大橋南詰め下車徒歩3分 

政府広報｜内閣府「被害防止月間ポスター」 

街中やネットで罠を仕掛けたり、 

同世代の女性による勧誘で安心させたり、弱みを握って脅迫したり･･･。 

悪質な手口で、誰もがいつの間にか被害者になる危険があります。 

あなたの周りでも被害が起きているかも。 

知ろう、伝えよう、被害を生まないために。 


